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優良蒸米の蒸 鰯は 吟醸酒 である と銘酒 である とを問はす醸造作業に於け る最 も重要なる要件の共

の叉第一義を占む る事は今更特に述ぶ る迄 もな き明の事實で ある 、 然 しなが ら蒸米の蒸観作業に關

す る研究は酒母、麹 、 仕込等の研究 と多少趣を異に し少量の資料數 回の實驗等 によ り盧に歸納 し得

られざ る性質の もの なる の み な らす實際其の實施 に當 り當業者其の もの の工場 に 於て は余 り繁雜 に

過 ぎ夥 しき手數を要 し到 底完全な る研究 をな し遨 け得 られ ざる問題 に屬するを以て本縣醸造試驗場

は設立以來夙に茲に意 を注ぎ 300石 の製造工程 を全部之が研究資料 に 當て 調査の歩を 進 め來た りナこ

る結果曩に優良蒸米の膨脹率の制 定を圖 り續て 甑螢込石數檜加寧に よ る蒸米の硬軟關係等を闡明に

な し各酒造家の 注意を換起 し來 りナこ る ところで あ るが今回は更に進 で
…一一飯 張込當時 の浸漬米の

温度關係 と甑駒の規格の蒸米に及ぽす硬軟彈性に就て述 べ て見た い と思ふ 。

　元來蒸米の碩軟彈力性は種々 な る條件 に基因 し之を一ロ に表 し得 ざれ ども其の 主な る原因 を舉 ぐ

れば次 の如 きもの と思 ふ 。

　　　　　　1．原料米の種類及其の産地 關係 。

　　　　　　2．精米方法 の優劣及其の精米機の種類關係。

　　　　　　3．精自程度の關係 。

　　　　　　4．火力の強弱 と煙突竈の構造 關係。

　　　　　　5，洗滌及浸漬用水の硬軟 と水温關係。

　　　　　　6．浸漬時間の長短及水切 りの完否遲速關係。

　　　　　　7．甑の規格 と釜の大 きさ との 關係。

　　　　　　8． 甑張込石數膾加 李の 關係。

　　　 　　　9．駒の規格 。

　　　　　 10，甑張込當時 の浸漬米の温度關係Q

　等に して然 も之等の諸條件の種 々 輻輳せ る現在の醸造作業 に於て は果 して何れの條 件が其の時の

蒸米の硬軟に最 も重大 な る原因 をな しteる もの なる や 實際 問題 として 之 を判断す るに 頗 る困難 の事

柄 であ るに も拘は らす多 くの場合 第 1 項 の米質の 關係或は 第 6 項の浸漬降間の長短水切時刻の遲速

完否等 に之が原因の全部 を歸せ しむ る傾向の ある のは今 日
一
殻 の邇例 とす る ところで ある 。

　勿論硬質性米に して粗精 白米の場合の如 きは硬粒に夊備薗播州産 の軟質性米 に して極高精白度の

場合は 之が浸漬時間の長短水切の完否時刻の遲 速等は尠な か らぬ影響を及 ぽす事は言 を俟t さ る と

ころなる も之に關連 し今 日迄之を比較的等閑硯せ られ つ つ ある甑の規格 と釜 との關係 、 甑張込石數

場加卒の 關係 、 駒の規楕及甑張込 當時 の浸漬米の温度關係等の條件が今 日迄の本場の研究に よ り寧
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ろ蒸 米の硬軟關係に重大要件 をなす もの で ある事が明 となつ tcのであ る特に軟質性米に して 極高精

白度米に對 して は
一層其の感を深 くす る次第である 。

　而 して右の條件の内甑張石數 喰加率に關 して は既に醸造論文集第 3 編 に發表せ る ところで あ り夂

甑の 規格の 問題は 其の經費の要す る所多大 な るの みならす之が完成には相當の 長年月を要す る事栢

なれば今暫 く此 の 問題 は保留 とな し甑張込當時の浸漬米の温度關係及駒の規格は比較的容 易に解決

な し得 べ き問題に付各 酒造場 に於て 一
般の研究 を希ひ度きもの で ある と思 ふ Q

一Ab 甑張込當時の 浸 漬米 の 温度關係に就 て

　昔 よ り井水使用の藏 は蒸米硬粒に傾 き河水使用の藏は軟粒に な り易 し と稱へ られ蒸齷作業に對 し

戒め られて ある逋 り本縣の實蹟を徴 する に 井水使用の藏は大 方河水使用の藏に比較 し蒸米は硬粒に

仕上 り酒質は概 して 辛 ロ的 にな り易き傾 向な示 し又河水使用の 藏に 於 て も氣候寒冷 に 向ふ に從び蒸

米 は次第 に軟粒に傾 き吟醸期の如き極寒 に際 して は得 て 過軟に陷り易く爲に製麹に頗る困難を悪す

るが如 さ實例決 して少 なか らす夊寒風吹曝 しの米洗場を有す る藏は亦概 して 蒸米軟粒に傾 き易 き實

情 を示 して をるの で あるが之等の事柄 は獨 り本縣 0ヴみの 問題 に止まらす前述の 如き先輩の警告の あ

る以 上 全國的の 傾向で あ る と思ふ の であ る 、而 して 之等の現象は從來井水河 水の性分上當然齎すべ

き影響 に非 ざれ ぱ一種 の藏癖な り と片付 け一顧 だに價せ ぬ 事柄 と して取倣れ來た こ とは誠 に遺憾 と

す る ところで ある 。

　本場の 調査に よれ ば之等 の現象は水質或は藏癖等 によ る恒性的の もの で決 して な く浸漬白米 の甑

張込當時の温度關係即ち浸 漬米の温度の高低 よ り生す る結果 な りと考察せ らる N の であ る 、即ち極

寒 に於 ける 河 水は井水 よ り寒冷な るは 當然に して 之を以て 處理せ る洗米は亦低 温 とな るは勿論 の事

である殊に新潟縣の如 き積雪多 き地 方に在 りて は井水 と河水 の 温度の 開 きは 相當甚 しい の であ る叉

假令井 水を以て處理せ る洗米 と雖 も寒風吹 曝す洗場に長時 間在る時 は洗米自體の 品温の降下は 発れ

ざ る事實 に して殊 に吟釀當時の極寒の季i節に於 て は共の 品温降下 も一暦甚 しき事 と思ふ 斯 くの如き

寒 冷 な る 洗米を甑 に 張込に 當て蜘 何に水切 り完全 に なせ る 洗米 とは言 へ
一度米粒の蒸氣に 觸 る るや

露黙の原則に よ り忽ち米粒の表面 に水分の凝結な生 じ之が重 に米粒 内に吸收せ らる る爲水切 りの 不

完全或は長時聞浸漬の 洗米 と何等變 る事なき結果を誘起す るの である殊に精白度が高まれば高 まる

程又甑張込當時 の洗米温度が低 ければ低 き程水分の 吸收率を獪加 し且つ 共の吸收速度を早む る ので

ある此際若 し蒸氣の 力が 甑張込に よ りて瞬間的に も弱め らる る事あ りとすれ ば其の水分 の吸牧量は

一暦増大 な らしめ米粒の重量膾加 に依 り甑張込増加卒を滅少する事 とな り郊 何に共の後火力 を強零

な らしむ る も到低 適當な る蒸米の膨脹卒に は逹 せ す過軟性蒸米 に陪 らしむ る の で ある 。

　而 して此 の 洗米温度 と蒸米の硬 軟程度との柑互的係數關係は徇未だ研究 中に觸す る も寒 冷 な る洗

米は 保温せ る洗米に比較し蒸米の膨張率高 く軟粒に傾 く事は爭はれぬ 事髱 tst・ば洗米の甑張込常時

の 品温 の高低 は延て 蒸米 の硬
．
軟 に著 しき影響 を獄 す もの なる事を一言す る次第 である。
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　　　　　　　　　二 、 駒　の 　規 格

　駒 の規格は 甑の 規格に密接な る關係を有 し蒸米の硬軟及 其の彈力性に影響す る と ころ決 して尠か

らざる もの あ りと考察せ らる S ので あ る而 して甑 の大 きさは先般發表せ る甑張込石數の増加 卒に よ

りて 之を歸納 せ ば原石數に對 し蜘 5分以上 5割の礬量増加 を適 當 とす るを以て 駒の 大 きさ も亦從て

之に比 例 して定むべ きもの であ るが 之が構造は米質の破軟性によ り叉精白度の高低 によ り常然異に

す べ きもの であ る と思 ふ 。

　然 しなが ら今 日各地 の藏の駒を見 る に原石數 に對 し駒の大 小 こそ多少の變化は あ るが米質精白度

を考慮して 駒の 使ひ分 けを なす藏は極 め て 少 く精 自度
一

割程度の もの に對 して も亦4割5割程度の高

白度の もの に對 して も同一
の駒 を使 用 し叉硬質性 の原料使用の際 も備前 、 播州産の 如 き軟質性の蒸

米蒸醒 に際 して も一律の駒を使用す るが如き酒造場の多 きは誠 に遙憾 とす るの み な らす甚 しきは先

祗代 々 何 十年 とな く同一の駒を使用 し然 も吟醸に惱 むが郊 き酒造家に至て は誠に憫憐の情 に堪 へ な

い 次第で ある 。

　今 日迄の 本場に於 ける實蹟に徴するに駒の規格は大體吹 の圖表に示 すが如 き根本型式を基準 とな

す べ きを便利 と信するの であ る。

　駒の 大 き さ は

　　内容 5石内外 （原石數 3石 5斗内外）の 甑に對 しては 　　　　 6寸 角駒　　甑穴 1寸 以．ヒ

　　内容 7石内外 （原 石數5石 内外 ）　 の 甑に對 して は　　　　 8寸角駒　　甑穴 1寸 5分以上

　　内容10石 内外（原石數 7石 内外）　　の甑に對 して は　　　　　1尺角駒　　甑穴 2寸内外

　 を適 常 と し其の 原石 數 に應 じ又蒸米の 蒸 鹹成績に よ り多少の 修正 は発れ ぬ 事で ある 。

　而 して 同一構 造なれば駒の大 な る もの は小 な る もの に比較 し蒸米は
一

般 に硬 目 に仕上 るを逎例 と

す る の み ならす駒の構造 に よ 砂次項 の如 き相 異黙を認むるのである。

　 L　溝の角錐 型の もの は矩 形型の もの よ り蒸米 は硬 目に傾き其の角錐型0）強 き もの程硬剛性を檜

す 。

　 2． 溝の長 きものは短 きもの よ り蒸米の硬性 慶を増す。

　 3． 中 央の凹 深 くして大 な る もの は淺 くして小 な る もの よ り蒸米の 彈力性を増す 。

等の傾向を示 す もの な る に よ り其の 藏の實情に 鑑 み 之等の 條件 を適當に案配 し豫 め數個の駒を作成

し原料米 の 性質 に應 じ精 白度の高低 に從 ひ臨機の 處置を取 るべ き事は優良 なる蒸米蒸 繦に對 す る當

然 な る責務に あ る と信す る もの で ある 。　　　　　　　　　　　　　　 （新 潟縣醸造試驗場）
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1尺駒の規格（1例）

（阿 部 ）　蒸 釆 蒸 鰕 に 關 す る 一 考 察

　（イ ） 軟 粒 型 駒 の 構 造

一島
一

↓
へ

↑・

a……………1尺 （駒 ノ 大 キツう

b……………5寸 （駒 ノ 厚 サ ）

イ……………7寸 （駒 ノ 凹 ノ 直徑）

ロ ……………2寸5分以下 （凹 ノ 深 サ ）

ノ ・ ……………1寸5分（溝 ノ 長 サ ）

r｝…一一 …・分〜・寸 （溝 ・ 大 ・・ ）

宝ト…・…一 竕 〜 1寸 （溝 ・ 深 ・ ）

（ロ ） 硬 粒 型 駒 の 構 造

↓
へ

个　　　　　　　→
ホ

←

　 1− a

餮
ダ

ゼ

ハ

よ

イ

リ
ム

ヨ

夢
誓

証……………1尺 （駒 ノ 大 キサ ）

b ……………5寸 （駒 ノ 厚 サ ）

a ……………6寸 （駒 ノ 凹 ノ 直徑）

・ 一……一 ・3寸卿
ノ 深 サ ）

ノ 、＿＿………2寸 （溝 ノ 長 サ ）
　 　 　 勢

員 ・…・…・…1寸2分〜1寸3分（溝 ノ 内側 ノ 大 キサ ）

ホ …・・……・…6分〜7分（溝 ノ 出ロ ノ 大 キサ ）

＾ ．・…………・7分〜 8分 （溝 ノ 出ロ ノ深 サ ）

b ……・…・…・1寸吩 〜 1寸6分（溝 ノ 内側 ノ 深 サ ）
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